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SPring-8 ユーザー協同体（SPRUC）活動報告

SPring-8 ユーザー協同体（SPRUC）庶務幹事
東京大学　物性研究所

原田　慈久

　SPring-8ユーザー協同体（SPRUC）が発足して
4年が経過しました。2014年4月より始まった高原
会長による体制では、再編後の研究会活動の支援体
制の確立と分野融合型研究グループの活動を主軸と
して運営を行って参りました。SPRUC 最大のイベ
ントである SPring-8シンポジウムも定着しつつあ
ります。本稿では SPRUC の活動の現状についてご
紹介します。

1. 分野融合型研究グループの活動について
　研究会組織検討作業部会の提案を受けて、2014
年度より「分野融合型研究グループ」が発足しまし
た。またこのグループの趣旨と活動内容を把握して
もらい、今後の進め方を議論するための SPRUC 分
野融合型研究ワークショップが2015年2月19日に
秋葉原コンベンションホールにて開催されました

（詳細報告は利用者情報 Vol.20 No.2に掲載済み）。
　2015B 期より SPring-8共用ビームラインで新た
に運用が開始された新分野創成利用制度を利用し
て、複数のビームラインにまたがって研究展開する
分野融合型研究グループの活動が当該期より始まっ
ています。また個々の研究グループは、分野融合型
研究を推進するための体制作りや研究進捗報告・将
来計画を議論する研究会などを行っています。分
野融合型研究グループの活動進捗状況については、
SPRUC の Web サイトにて順次情報を公開していま
す。

（http://www.spring8.or.jp/ext/ja/spruc/）

2. SPRUC 運営検討作業部会の発足
　活発化・多様化する SPRUC の運営を円滑に進め、
SPRUC の機能強化を図るために、迅速かつ臨機応
変に対応できる執行部体制を検討することを目的と
して、2015年9月に、2016年3月までの時限付で
SPRUC 運営検討作業部会が発足しました。

　現状の SPRUC の課題を解決するための新しい執
行部の体制の提案と新体制のサポート、次年度以降
の新陳代謝の仕組みを発案し、次期会長に対して提
案する活動などを行います。

3. 第5回 SPring-8ユーザー協同体　評議員選挙
　SPRUC 会則に則り、2016年3月末で任期を迎
える評議員の改選選挙を12月4日～ 24日の日程で
Web 電子投票により行い、15名の評議員が選出さ
れました。評議員は2年任期、1年毎の半数改選と
なっております。

（http://www.spring8.or.jp/ext/ja/spruc/elected_
person_5th.html）
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